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PRESS RELEASE 

 

宮城県から青年海外協力隊9名がアジア、アフリカ、大洋州、中南米へ出発 

自身の知識や技術を途上国で活かしたい 
 

国際協力機構（JICA）は2019年12月から翌年1月にかけ、宮城県出身の9名を青年海外協力隊としてア

ジア、アフリカ、大洋州、中南米に派遣します。9名は日本で培った知識や経験を活かし、現地で技術支援に

あたります。 

派遣に先立ち、11月28日に宮城県遠藤 信哉副知事を表敬訪問するほか、それぞれ出身地の自治体へ

表敬訪問します。宮城県から出発する青年海外協力隊への取材・報道、個別インタビューをぜひご検討くださ

い。 

 

表敬する青年海外協力隊9名の派遣国、職種、参加動機、抱負などは裏面をご参照ください。 

 

                 《表敬訪問日程（実施日程順）》           （敬称略） 

表敬先 日時・場所 表敬者 

南三陸町 

副町長 最知 明広 

11月22日（金） 13：30-14：00 

町役場 応接室 
小野寺 麻衣 

女川町 

町長 須田 善明 

11月25日（月） 13：00-14：00 

町役場 応接室 
金山 由佳 

仙台市 

市長 郡 和子 

11月27日（水） 10：30-10：50 

本庁舎3階 応接室 

長谷川 光佳、佐藤 博友、 

青沼 蔵人、佐藤 初春、 

佐伯 悠太、中鉢 麻衣、 

曽我 直子 

宮城県 

副知事 遠藤 信哉 

11月28日(木) 10：00-10：30 

県庁4階 庁議室 

長谷川 光佳、佐藤 博友、 

青沼 蔵人、佐藤 初春、 

佐伯 悠太、中鉢 麻衣、 

曽我 直子、金山 由佳、 

小野寺 麻衣 

 

 

 

 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA東北 市民参加協力課（担当：湯川/前田） 

TEL：022-223-4772 FAX：022-227-3090 

E-Mail：jicathic-jv＠jica.go.jp 
 

 

※このプレスリリースは、宮城県庁記者クラブ、仙台市役所記者クラブで配布しています。 
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宮城県より出発する9名の派遣国、職種、参加動機、抱負です。 

 

 青年海外協力隊    括弧内は、ふりがな・表敬時点での年齢・出身地 

◆長谷川 光佳さん （はせがわ みか・32歳・仙台市） 

派遣国：バヌアツ  職種：看護師  配属先：州保健事務所 

日本での病院経験を活かして、現地の医療に貢献したいと思い、参加を決意しました。予防接種の接種率向上と

生活習慣病に関する知識の向上に努めていきたいです。 

◆佐藤 博友さん （さとう ひろとも・29歳・仙台市） 

派遣国：カンボジア  職種：土壌肥料  配属先：大学農業食品加工学部 

 自分の持っている知識や経験を開発途上国の方々のために活かせるという点に魅力を感じ、参加を決意しまし

た。現地の方々と協力し、自分自身も学んでいくという姿勢を忘れず、2年間活動に取り組みたいです。 

◆青沼 蔵人さん （あおぬま くらんど・31歳・仙台市） 

派遣国：ラオス  職種：PCインストラクター  配属先：県情報文化観光局 

 未知の世界を見て、感じ、考えながらより社会の役に立てる人間になりたいと思い、応募しました。自分の活動終

了後も、現地職員のみでウェブサイトを継続運営できるよう、形あるものを残していきたいです。 

◆佐藤 初春さん （さとう もとはる・22歳・仙台市） 

派遣国：マラウイ  職種：小学校教育  配属先：小学校 

 自分の知らない世界に飛び込んで、見識を深めたいと考え、参加を決意しました。現地教員とともに、算数を中心

とした教科指導に精一杯取り組みます。 

◆佐伯 悠太さん （さえき ゆうた・31歳・仙台市） 

派遣国：インドネシア  職種：サッカー  配属先：青年スポーツ局 

 自分の力を発揮しながら社会貢献ができると思い、参加を決意しました。今まで指導現場で培ったスキルを活か

し、インドネシアに貢献できるよう努力します。 

◆中鉢 麻衣さん （ちゅうばち まい・仙台市） 

派遣国：ドミニカ共和国  職種：コミュニティ開発  配属先：パイナップル生産者組合 

 自分の知識や経験を活かすことができ、将来取り組みたい仕事に向け貴重な学びを得ることが出来ると考え、志

望しました。現地の同僚と参加型の活動を行い、現地の同僚だけでも持続可能な支援を行いたいと考えています。 

◆曽我 直子さん （そが なおこ・30歳・仙台市） 

派遣国：ベナン  職種：感染症・エイズ対策  配属先：保健センター 

 高校生の時から夢であり、これまでの日本での経験を活かしたいと思い、今回応募を決意しました。自分の目で

見て、自分の頭で考えて、出来る事を探し、現地の人と協力しながら活動に取り組んでいきます。 

◆金山 由佳さん （かねやま ゆか・32歳・女川町） 

派遣国：パナマ  職種：日本語教育  配属先：工科大学語学センター 

 日本から遥か離れた土地で日本語を学ぼうとする人々の助けになりたいと思い、参加しました。配属先だけの活

動に留まらず、“ことば”を通じた日本とパナマをつなぐ活動にまで広げていきたいと考えています。 

◆小野寺 麻衣さん （おのでら まい・28歳・南三陸町） 

派遣国：モザンビーク  職種：数学教育  配属先：中等教育学校 

 自身が持っている知識や経験を、開発途上国の課題解決に生かしたいと考え、参加を決意しました。授業実施や

同僚教員を対象とした勉強会の開催支援などを行い、学力・教育の質の向上を目指し、活動に取り組みます。 

 

以上 


